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特集―ホワイトカラーの働き方 

変
形
労
働
時
間
制
・
み
な
し
労
働
時
間
制
の
採
用
状
況 

　
　
二
〇
〇
四
年
賃
金
事
情
等
総
合
調
査
―
労
働
時
間
、休
日
・
休
暇
調
査 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

中
央
労
働
委
員
会
事
務
局 

　
企
画
業
務
型
の
裁
量
労
働
制
を
採
用
し
て

い
る
企
業
は
六
・
三
％
と
少
な
い
も
の
の
、

二
年
間
で
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
こ
と

が
、
中
央
労
働
委
員
会
が
一
月
に
発
表
し
た

「
二
〇
〇
四
年
賃
金
事
情
等
総
合
調
査
」
の

「
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇
調
査
」
で
わ
か

っ
た
。
一
方
、
専
門
業
務
型
の
裁
量
労
働
制

を
み
る
と
採
用
企
業
は
一
八
・
八
％
で
、
二

〇
〇
二
年
よ
り
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る
。 

 

調
査
は
、
中
央
労
働
委
員
会
が
取
扱
う
労

働
争
議
の
調
整
の
参
考
と
す
る
た
め
に
情
報

収
集
し
て
い
る
も
の
で
、
資
本
金
五
億
円
以

上
、
労
働
者
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
主
要
企
業

三
七
二
社
を
対
象
に
行
い
、
二
八
八
社
社
か

ら
の
回
答
を
ま
と
め
た
。
調
査
は
昨
年
六
月

末
現
在
の
制
度
を
基
準
に
し
て
お
り
、
「
労

働
時
間
、
休
日
・
休
暇
調
査
」
は
隔
年
に
実

施
し
て
い
る
。 

   

１
．変
形
労
働
時
間
制 

●
一
カ
月
単
位
の
実
施
は
５
割
弱 

　
一
カ
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
実
施

し
て
い
る
企
業
は
一
三
七
社
で
、
回
答
を
得

た
二
八
八
社
の
四
七
・
六
％
（
前
回
四
六
・

一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。 

 

実
施
部
門
（
重
複
回
答
）
を
み
る
と
、
「
全

部
門
」
で
実
施
す
る
企
業
は
五
一
社
（
一
カ

月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
実
施
企

業
一
三
七
社
の
三
七
・
二
％
）
と
な

っ
て
い
る
。
部
門
別
に
み
る
と
「
生

産
部
門
」
が
八
二
社
（
同 

 

五
九
・
九
％
）
で
最
も
多
く
、
次

い
で
「
販
売
・
営
業
部
門
」
が
六
〇

社
（
同
四
三
・
八
％
）
、
「
管
理
・

事
務
部
門
」
が
五
七
社
（
同
四
一
・

六
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

   

●
一
年
単
位
の
採
用
は
３
割 

 

一
年
単
位
（
一
カ
月
を
超
え
一
年

以
内
の
一
定
期
間
）
と
す
る
変
型
労

働
時
間
制
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は

八
七
社
で
、
回
答
を
得
た
企
業
二
八

八
社
の
三
〇
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

実
施
部
門
（
重
複
回
答
）
を
み
る

と
、
「
全
部
門
」
で
実
施
す
る
企
業

が
一
九
社
（
一
カ
月
を
超
え
一
年
以

内
を
単
位
と
す
る
変
形
労
働
時
間
制

実
施
企
業
八
七
社
の
二
一
・
八
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
部
門
別
に
み
る
と
、

「
生
産
部
門
」
が
五
九
社
（
同
六
七
・

八
％
）
で
最
も
多
く
、
「
管
理
・
事

務
部
門
」
が
二
一
社
（
同
二
四
・
一

％
）
、
「
販
売
・
営
業
部
門
」
が
二

〇
社
（
同
二
三
・
〇
％
）
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。 

   

２
．フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制 

 

●
７
割
が
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
採
用 

 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
実
施
し
て
い
る

企
業
は
一
九
一
社
で
、
回
答
を
得
た
企
業
二

八
八
社
の
六
六
・
三
％（
前
回
六
七
・
三
％
）

と
な
っ
て
い
る
。 

 

実
施
部
門
（
重
複
回
答
）を
み
る
と
、
「
研

究
・
技
術
開
発
部
門
」
と
す
る
企
業
が
一
六

三
社
（
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
採
用
企
業
一

九
一
社
の
八
五
・
三
％
）で
最
も
多
く
、「
本

社
」
が
一
三
九
社（
同
七
二
・
八
％
）、
「
管

理
・
事
務
部
門
」
が
一
三
二
社（
同
六
九
・

一
％
）、
「
情
報
処
理
部
門
」
が
一
三
一
社

（
同
六
八
・
六
％
）、
「
販
売
・
営
業
部
門
」

が
一
一
六
社（
同
六
〇
・
七
％
）な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
六
月
三
〇
日
を
含
む
清
算

期
間
中
の
一
日
の
標
準
労
働
時
間
の
平
均
は

七
時
間
四
四
分
と
な
っ
て
い
る
。 

   

●
八
六
・
四
％
で
コ
ア
タ
イ
ム
を
設
定 

 

コ
ア
タ
イ
ム
を
設
け
て
い
る
企
業
は
一
六

五
社
で
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
実
施
し

て
い
る
企
業
一
九
一
社
の
八
六
・
四
％
（
前

回
八
三
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。 

 

コ
ア
タ
イ
ム
開
始
時
刻
は
、
「
一
〇
時
」

と
す
る
企
業
が
八
〇
社
（
コ
ア
タ
イ
ム
あ
り

の
企
業
一
六
五
社
の
四
八
・
五
％
）
で
最
も

多
く
、
次
い
で
「
一
〇
時
一
分
〜
一
〇
時
五

九
分
」
が
三
一
社（
同
一
八
・
八
％
）、
「
一

一
時
」
が
二
九
社（
同
一
七
・
六
％
）な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
コ
ア
タ
イ
ム
終
了
時
刻
は
、

「
一
五
時
」
と
す
る
企
業
が
九
七
社
（
同
五

八
・
八
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
一
五

時
一
分
〜
一
五
時
五
九
分
」
が
三
一
社
（
同

一
八
・
八
％
）、「
一
四
時
五
九
分
以
前
」
が

二
〇
社
（
同
一
二
・
一
％
）
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
コ
ア
タ
イ
ム
の
平
均
は
四
時 



24

Business Labor Trend  2005.6

特集―ホワイトカラーの働き方 

間
三
三
分
（
昼
の
休
憩
時
間
を
含
む
）
と
な

っ
て
い
る
。 

 
コ
ア
タ
イ
ム
の
前
後
に
設
け
る
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
タ
イ
ム
に
つ
い
て
回
答
を
得
た
企
業
は

一
三
三
社
で
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
実
施

企
業
一
九
一
社
の
六
九
・
六
％
と
な
っ
て
い

る
。 

 

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
出
社
開
始
時
刻
は

、

「
七
時
〜
七
時
二
九
分
」
と
す
る
企
業
が
六

八
社
（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
（
出
社
）
あ

り
の
企
業
一
三
三
社
の
五
一
・
一

％
）
で
最
も
多
く
、
終
了
時
刻
で

は
、
「
一
〇
時
〜
一
〇
時
二
九
分
」

が
六
五
社
（
同
四
八
・
九
％
）
で

最
も
多
く
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ

ム
（
出
社
）
の
平
均
は
三
時
間
三

三
分
と
な
っ
て
い
る
。
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
タ
イ
ム
退
社
開
始
時
刻
は
、

「
一
五
時
〜
一
五
時
二
九
分
」
と

す
る
企
業
が
八
九
社
（
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
タ
イ
ム
（
退
社
）
あ
り
の
企

業
一
三
三
社
の
六
六
・
九
％
）
で

最
も
多
く
、
終
了
時
刻
で
は
、
「
二

二
時
〜
二
二
時
二
九
分
」
が
七
三

社
（
同
五
四
・
九
％
）
で
最
も
多

く
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
（
退

社
）
の
平
均
は
六
時
間
二
一
分
と

な
っ
て
い
る
。 

   

３
．事
業
場
外
労
働
の 

　
　 

み
な
し
労
働
時
間
制 

 

●
事
業
外
労
働
で
み
な
し
労
働

時
間
採
用
は
約
３
割 

 

事
業
外
労
働
の
み
な
し
労
働
時

間
制
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
八

六
社
で
、
回
答
を
得
た
企
業
二
八

八
社
の
二
九
・
九
％
（
前
回
二
五
・

二
％
）
と
な
っ
て
い
る
。 

 

実
施
部
門
（
重
複
回
答
）を
み
る
と
、
「
全

部
門
」
で
実
施
し
て
い
る
企
業
が
一
九
社
（
事

業
外
労
働
の
み
な
し
労
働
時
間
制
採
用
企
業

八
六
社
の
二
二
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

部
門
別
に
見
る
と
、
「
販
売
・
営
業
部
門
」

と
す
る
企
業
が
八
二
社（
同
九
五
・
三
％
）で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
本
社
」
が
二
五
社（
二

九
・
一
％
）、「
管
理
・
事
務
部
門
」、「
情
報

処
理
部
門
」
が
そ
れ
ぞ
れ
二
三
社
（
同
二
六
・

七
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

   

４
．裁
量
労
働
の 

　
　 

み
な
し
労
働
時
間
制 

 

●
専
門
業
務
型
の
採
用
が
一
八
・
八
％ 

 

裁
量
労
働
の
み
な
し
労
働
時
間
制
（
専
門

業
務
型
）
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
五
四
社

で
、
回
答
を
得
た
企
業
二
八
八
社
の
一
八
・

八
％
（
前
回
一
七
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。 

 

実
施
部
門
（
重
複
回
答
）を
み
る
と
、
「
研

究
・
技
術
開
発
部
門
」
と
す
る
企
業
が
五
〇

社
（
裁
量
労
働
の
み
な
し
労
働
時
間
制
（
専

門
業
務
型
）
実
施
企
業
五
四
の
九
二
・
六
％
）

で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
情
報
処
理
部
門
」

が
一
八
社
（
同
三
三
・
三
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。 

   

●
企
画
業
務
型
は
六
・
三
％ 

 

裁
量
労
働
の
み
な
し
労
働
時
間
制
（
企
画
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業
務
型
）
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
一
八
社

で
、
回
答
を
得
た
企
業
二
八
八
社
の
六
・
三

％
（
前
回
三
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。 

 

実
施
部
門
（
重
複
回
答
）を
み
る
と
、
「
本

社
」、「
管
理
・
事
務
部
門
」
と
す
る
企
業
が

そ
れ
ぞ
れ
一
三
社
（
裁
量
労
働
の
み
な
し
労

働
時
間
制
〈
企
画
業
務
型
〉
実
施
企
業
一
八

社
の
七
二
・
二
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
販
売
・
営
業
部
門
」
が
三
社
（
同
一
六
・

七
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 


